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鳥取温泉の源泉飽和度に関する予備調査報告

岡 山大学温 泉研究Ji斤化畢部

御 船

1.緒 言

鳥取県洩泉審議会が昭和21年 8月発足して

以来今日までに,鳥取温泉に於ける既存の源

泉の凡そ3分1の以上にも上 る数の新源泉の掘

さくが許可されるに至D,果 して鳥取温泉が

既存の温泉性状に悪影響を来すことな く,之

等の新温泉 (或は今後更に申請許可されるか

も知れぬ滋泉)に,過泉水を供給する飴力を

有するかが,懸念されるに至った.

京都大学瀬野教授112) 等の最近の調査に依

ると,別府温泉は部分的に既に温泉井が飽和

の状態に達して居D,故藤浪博士は,十数年

前よb別府温泉の水位が,乱掘により漸次低

下して行 く事を指摘して居る.

鳥取大学原田教授は,鳥取温泉の地下構造

に就いて,次の様に述べて居る.即ち ｢鳥取

温泉地城を掘さくすれば,表盾から深厚に向

い粘土層,砂嵐 青粘土鳳 砂凍原,含疎盾

等妊 月の沖積膚が,重なE)合って居D,共の

下に石英粗面岩質の火山岩があ少,此の岩盤

測 定

第

政 明

のある深さから,温泉水が採集され得る.此

の岩盤は鳥政市の瀬太夫山の山体を成して居

る火山岩と類似して居D,探所に於ては関係

があE),温泉はこれに瀕を有するものと考え

られる･本岩盤は永柴ホテル附近から北東の

方向に,末広通に至る部分が最も高 く,これ

から周囲に向って急傾斜をなし, ドーム状を

なすものと推定される.｣(豹4図)

一方従来発表せられた衛生試験所分析表並

に,昭和24年12月に行った我々の第一回調査

の結果よの見るに,鳥取温泉は主として含食

塩だ碑泉,又は含食塩蛮習泉に分類されるべ

き泉質に壌する.そこで硫酸イオン及びヒド

ロ炭酸イオン乃至クロールイオンの相互関係

から,既存の瀕泉を親祭すると,第 1図並に

第2図に明な如 く,凡そ二群に分つことが出

来るが,之をクロールイオン及びヒドロ炭酸

イオンのみに関して鑑察すれば,共の比率は

第 1表の如 く略一定して居D,過度の高い淑

泉に於てクF･-,i,含有量が増加 して居 る.

資 料

1 表

(昭和24年12月第-回検杏成績よE)孜葦)
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第 1 図

厚生省衛生試験所分析表による
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第 2 図

厚生省衛生試験所分析表による

◎ L)か舟も分析 つ怜奄
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-の湯等は衛生試験所分析表によると恰 も特別の
源流に属するかの如 く見えるが御船が昭和24年12
月租に昭和25年 5月調査 した成歳によると他の多
くの源泉と同一群 に属することがわかった

(第3図)比率が著しく飛び離れてIL.､る瀕 泉

は,水温が低 く,其の所在地も温泉の中心部

から遠いものである.

即ち主要化畢成分から見る時,鳥取波長は

たかだか1-2の温泉源流から成E)立っている

と考えられ,大部分は同一の温泉海流に属 し
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て居ると想像される.

以上の観察は鳥取温泉が過去に於いて自噴

の歴史を持って居E)ながら,書見在全 く自噴泉

を欺き温泉水位の低下を想像せしめ る事 実

(動瀬温泉,炭酸温泉並びに熊田氏所有の海

兵の実例)と相快って,鳥取温泉 に於いて,

若し無反省な温泉掘さくの許可が行われるな

らば,源泉相互に湧出量,泉渡文は泉水成分

に著しき影響を及ぼし得るが如き危険が多分

に存在することを示唆する.

ここに 於 て県 当局並に温泉審議会の要望

に基き,我々は県衛生部と協力して,鳥取温

泉の現状を把握すべ く資料を得んと努力中で

ある･従爽鳥取では-馬力程度のモータ-を

使用し,主として往復ポンプによD揚水を行

っている.今回温泉中心域に新源泉が腐さく

せられ,三馬力という鳥取に今迄使用許可の

ないモーターを使用し,パイプにポ ンプを直

結して,揚水を行った事実があったので,戟

第 2

(】)の揚水が周囲の東泉に及ぼす影響
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々は此の揚水が,果して周囲の瀕泉性状に,

公益を菩するが如き悪影響を与えているか否

かに関して,予備的調査を行い,今後行う予

定の鳥取温泉全般の基礎的調杏に対し,一つ

の目安を得んと試みたのである.

2.実 鼓 方 法

閃 額 の海 泉 (11に三馬力のモーターを

かけて,周囲の五淑泉に就いて,泉湿,PIi

(比色法による),揚水量及び若干の化学 成

分 (クロールイオン,硫酸イオ-/)等の含有

量の変化を調査した.検香の方法は,概ね日

本薬学会の鉱泉検査法に準 じて行った.

3･調 査 の 結 果

a,昭和'25年5822日の調香の成績

-の湯 (2),茨酸温泉 (3),朝日湿泉(4),

日の丸過泉 (5),動瀕温泉 (6)の各源 泉 に

就いて,泉温.PH,揚 水 量,クロールイオ

ン,硫酸イオンの含有量等の測定を行い,揚

水前,揚水中の比較を行った,(第2表)

表

(4),(r5)の両源泉に於いては,(1)の揚

水前に比し,揚水中には,第2表の如く,PH

が (4)では0･4,(5)では 0･2下 り,ク ロ

-ルイオ-/の含有量は,(4)では 0･007g/I,

(5)ではO.004g/J増した.硫酸イオンの含

石量は(剃こ於いて(1)の揚水後に,0.log/I

減少した･(3)で は (1)の揚水中にポンプ

を止めたところ,其後一日中揚水不可能に格
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め,水位の低下を思わせた.此処ではクービ

-/型のポンプを使用し,パイプよE)自然湧田

した泉水を,一度貯潤せしめたものを汲みあ

げているのである.従って水位の低下が著し

くなると揚水は不可能となる･

(2),(6)の南海泉では, (2)のPHに僅

かな変化があったのみである･

1).昭和25年･5月25日の調査成輯

(1)に最も近い (2)並 に前回の調香に於

いて,揚水が不可能になった(3)に就いて,日,

｢丁 を改めて,前回よ卵滑長時間に亘る調査な行
永常ホテル

った,昔日の気象状況は,第3表の如 く,22日

のそれに大差なかった･但し此の調査では,

問題の源泉にポyプを始動せしめる前におい

第 3 表

調査日前後に於ける鳥取市の気象状況 (鳥取測候所測定)

て,周囲の源泉よE)の採水が行えな

かったのは,遺憾であった.

(i)一の渡温泉 (2)(第4表,第5図)

泉温は,(1)の揚水中,第 5回の

如 く上下に動揺して居E),揚水停止

後上昇して略一定に成った.

PHは,揚水中上昇し,停止 後 も

胡察期間中変化しなかった.

クp-ルイオンの含有量は,接水

中も揚水停止後も著しい変化が見ら

れなかった.

硫酸イオンの含有量は,揚水中噂

第 4 表

(1)の揚水が (2)に及ぼす影響

⊂(i)の揚水開始 8時,中止14時つ

検体画 細 COIpH 恒 ′g/liso4.′
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加し揚水停止後減少した･

即ち (2)に於ては,(1)の揚 水 により泉

塩と硫酸イオンの含有量とに変化が認められ

たのである.

(ii)茨酸温泉 (3)(第･Rj表,第･5国)

前回と同一の条件 (五淑泉に就いて)の下
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に,(1)の揚水中 (3)のポ ンプを停たせ し

め,次いで再びポンプを重旭､したところ,令

度は直に揚水し,22日に起った様な湿泉水位

の低下が認められなかった.此の事実は,22

日の調香の結果に矛盾する様であるが今回は

五瀬泉以外の温泉で殆ど揚水していない午前

第 5 図

(1)の揚水による(2日3)-の影響 25.5･25調査 (第1･第5表 より作 る)

7 8 9 10 ll12 1714 15-0 17 18 7920

第 5 表

(1)の楊水が (3)に及ぼす影響

〔(1)の揚水開始 8時,中止11侍〕

検体番号恒 温 COIpli6Tg/D恒 ′g/帽 岸鵠 警

鳴FLJ

中に揚水を停LL.したので,

此の時刻では洩泉 水位は,

前程低下して居らず,従っ

てポンプを始動したら,直

に揚水したと考えられる.

泉温 PH,クロールイオ

ンの含有量の(1)の揚水に

よる変化は,認められなか

った.

硫酸イオンの 含 有 量 に

は,若干の動揺が認められ

たが,その意義の判定は困

難である.

4,考 察

今回の調査に於いて得 ら

れた結果の 中で,東泉 (1)

の揚水によE),多少なE)と

も変化があったと認められ

たのは,(2)に於ける泉温

低下,並に硫酸イオンの含

有量の上昇,(3)に於ける一過性の揚

水不可能状態 (再説不能),(4)及び

し5)に放けるPHの低下等である.

打合せの不備と可及的に洩泉業者の

営業を妨げまいとする顧慮から,実験

条件が不完全を免れなかった為に,節

定的な結論を下すには,偽今後の補足

的な検杏を必要とするが,上述の結果

は,瀕 泉 (1)の三馬力の場水が,現
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在軽度であるが,周囲の源泉性状に影響を及

ぼすことを示したと考えられる･

温泉機構に与えられた変 化例 えば,新海

泉の掘さく,周囲の河川の流れの変更,坑道

試掘等が,現在の温泉性状に及ぼす影響は,

短時日の問に現われるのみとは限らず,数ヶ

月は乃至数ケ年後に徐々に現われること も,

既知の事実である,

我々は温泉保護の立場から,既存の温泉性

状に取返しのつかない陸将を釆きぬ中に,預

防的に処置をとるべき窮を主張するものであ

E),従って此の場 合 に於 ても,たとえ現在

周囲の源泉に与える影響が 軽度であっても,

之を看過することな く,共振泉のモータ-の

馬力に制限を加える必要があると考えた次第

である.

何厚生省衛生試験所の分析成績 か らみ る

と,鳥取温泉には含食塩重曹泉が存在 して居

参 考

政 明

るかの如 く考えられるが,最近著者等が調香

した成績によると,殆 ど放てが,含食塩巴梢泉

に屠するものであることがわかった･即ち鳥

取温泉の大部分は,まづ一つの温泉淑流に汝

を仰いでいるものであらうと想像せられる･

原田博士の地質学的考察からの締結からし

て,鳥取温泉の中心部における強力 な揚 水

は,周辺部湿泉えの地下水の混入割合を増加

せしめ,泉塩の低下,化畢成分の稀 薄 化等

を,招来するのではないかと想像せられるの

で,我々はかかる事実があるか否か詐明すべ

く,調査計豊を進めていることを附記する.

5,結 論

鳥取温泉の中心部に近い一新瀦泉に,三馬

力のモーターをかけて揚水することに より,

周囲の瀬泉の泉温,PIT,硫酸イオンの含 有

量,温泉水位等に,若干の変化を来す場合が

あることを認めた. (1950.9)
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ると虹に揚水可能である.

三女に昭和26年4月14日の湧出量測定の結果と昭和L2p5年与月22日のものとを比較 して見るに,気

象耽ZPLは殆 ど同じであるのに (第6表),其瀕泉 (I)のみ揚水量が増加し,水位の低TILが 常 に
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第 6 表

昭和26年4月14日前後に於ける鳥取市の気象状;PL(鳥取測陵所測定)
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第 7 蓑

昭和25年･5月22日の揚水量と昭和26年i年11日の揚水量との比較
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瀕 泉 名 i 昭和2咋 諸 芸 ヲの揚水量 i 昭和2雪 J2/1%ヲの揚水量

(1)(揮 ク ク)

(2)(- の 湯)

(3)(炭 酸)

(4)(朝 日)

(･5)(日 の 丸)

(6〕(動 振)

(2-6)

151

46

218

55

57

27

554A/頁､

403A/分

162

4tFi

177

49

42

16

差引

491A/分 (-63A/分)

329A/分 (-74D/分)

A REPORT ON TliE DEGREE OF SATURATION

OF SPRING SOURCESIN TOTTORIHOT SPRING.

Masaaki MIFUNE.
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